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報告事項：駄知どんぶりバスの利用状況について 

 

１．運行概要 

 駄知町内の商店や金融機関、公共施設などを利用する際の移動をサポートし、

高齢者を中心とした町民の生活を支えることを目的とする。また、東鉄バスと

接続することで、町外・市外への移動も可能。移動手段としての役割のほか、

バス車内が町民同士のコミュニケーションの場となることを目指す。 

 駄知町内会連合会と土岐市の共同運行によるもので、運賃収入のほか、市か

らの補助金や町内会連合会からの協力金を主な収入とする。 

 

運行期間  令和元年６月４日～  毎週火・水・金曜日運行（祝日は運休） 

運行形態  定時定路線型 

利用料金  ・１乗車…１００円 

      ・１カ月定期券…１０００円 

      ・回数券（１１枚綴）…１０００円 

使用車両  ２７人乗りマイクロバス 

運行事業者 東鉄タクシー株式会社（多治見市田代町１丁目６５番地） 

 

 

２．利用実績 別紙 資料３－２を参照 

 

３．収支状況（６月分） 

（支出） 

項目 月額 備考 

運行費用 330,000 円 ※実際は半年ごとの請求 

支出計 330,000 円  

 

（収入） 

項目 月額 備考 

運賃収入 102,000 円 現金9,000円＋回数券79,000円+

定期券 14,000 円 

※５月の事前販売分含む 

市補助金 150,000 円  

連合会町内会 72,000 円  

広告収入 6,000 円 バス停広告２件、車内広告２件 

収入計 330,000 円  
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４．利用促進策 

①白寿苑においてバスの発着時間に合わせたイベントを開催（映画上映会） 

⇒6/28 30 人程度の人が利用  

  特定の日の利用はあるが日常的な利用はまだまだ少ないので、利用してもら

う工夫が必要。 

  

②バス便りを毎月発行（町内全戸回覧） 

⇒利用の仕方を紹介（７月号⇒夏休み中の児童・生徒の利用案内、８月号⇒喫

茶店でモーニングはいかがですか 等） 

 

③各停留所の最寄の店舗等に時刻表を掲載 

⇒停留所まで行かなくてもバス時刻の確認が可能。 

支所、金融機関、駄知診療所、ドラッグストア など 

   

④ＭＹ時刻表（８月１日～） 

⇒東鉄バスとの乗り継ぎ利用がほとんどみられないため、その対応策として実

施。申請書に最寄の停留所と、目的地、主に移動したい時間帯を記入いただ

き、申請者専用の時刻表を作成するもの。 
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